
彩 北 た よ り 

 

た
よ
り 

 

    

三
団
体
の
総
会
に
つ
い
て 

 

5
月
19
日
（
日
）
平
野
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
視
聴
覚
ホ

ー
ル
及
び
会
議
室
に
て
、
東
松
山
市
社
会
福
祉
協
議
会
平
野

支
部
、
東
松
山
市
自
治
会
連
合
会
平
野
支
部
及
び
平
野
地
区

ハ
ー
ト
ピ
ア
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
総
会
が
開
か
れ
ま
し

た
。 

 

東
松
山
市
自
治
会
連
合
会
平
野
支
部
及
び
平
野
地
区
ハ
ー

ト
ピ
ア
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
総
会
に
は
、
来
賓
と
し
て
森

田
市
長
を
は
じ
め
横
川
県
議
・
松
坂
県
議
・
中
島
市
議
・
平

澤
市
議
の
ご
列
席
を
い
た
だ
き
、
各
団
体
の
議
案
は
す
べ
て

可
決
承
認
さ
れ
、
無
事
に
終
了
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。 

              

    

次
に
、
令
和
６
年
度
平
野
地
区
の
団
体
及
び
自
治
会
（
町

内
会
）
会
長
等
を
ご
紹
介
し
ま
す
。(

敬
称
略
、
◎
は
新
任) 

社
会
福
祉
協
議
会
平
野
支
部 

支
部
長 

 
 

 
 

 

加
治 

園
子
（
民
生
・
児
童
委
員
） 

副
支
部
長 

 
 
 

 

亀
井 

八
須
司 

（
平
野
地
区
ハ
ー
ト
ピ
ア
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
長
） 

副
支
部
長 

 
 
 

 

田
中 

久 

（
平
野
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
所
長
） 

自
治
会
連
合
会
平
野
支
部 

支
部
長 

 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

亀
井
八
須
司 

副
支
部
長 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

西
川 

 

信
行 

副
支
部
長 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

山
田 

貴
史 

自
治
会
（
町
内
会
）会
長 

東
平
町
内
会 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

竹
内 

俊 

月
中
自
治
会 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

志
村 

利
英 

殿
山
町
自
治
会 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 

◎
本
田 

敏
彦 

沢
口
町
自
治
会 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

柳 

久
仁
男 

東
平
新
田
自
治
会 

 
 
 
 

 
 

 
 

 

◎
須
長 

信
夫 

藤
山
自
治
会 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

亀
井
八
須
司 

中
山
自
治
会 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 

◎
落
合 

秀
子 

コ
ス
モ
自
治
会 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

山
田 

貴
史 

野
田
自
治
会 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

西
川 

信
行 

平
野
地
区
ハ
ー
ト
ピ
ア
ま
ち
づ
く
り
協
議
会 

会
長 

 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

亀
井
八
須
司 

副
会
長 

 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

西
川 
信
行 

    

副
会
長 

 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

山
田 

貴
史 

副
会
長 

 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

田
中 

久 

ス
リ
ー
デ
ー
マ
ー
チ
接
待
部
会 

部
会
長 

 

竹
内 

俊
、
副
部
会
長 

栁
澤 

誠
一 

花
い
っ
ぱ
い
部
会 

部
会
長 

西
川 

信
行
、
副
部
会
長 

平
賀 

秋
男 

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
部
会 

部
会
長 

栁
澤 

喜
春
、
副
部
会
長 

坂
下 

美
代
子 

 

令
和
６
年
度
ハ
ー
ト
ピ
ア
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
事
業
計
画 

 
 

 
 
 

 
 
 

 

（
総
会
で
承
認
さ
れ
た
主
な
事
業)

 

☆
花
い
っ
ぱ
い
及
び
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
関
す
る
事
業 

・
種
ま
き
講
習
会 

 
 

７
月
９
日(

火)

・
９
月
10
日(

火) 

・
花
い
っ
ぱ
い
コ
ン
ク
ー
ル
審
査
会 

 

７
月
11
日(

木) 

・
花
い
っ
ぱ
い
研
修
会 

 
 

７
月
18
日(

木) 

 
 

「
い
ば
ら
き
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
」
茨
城
県
石
岡
市 

・
ス
リ
ー
デ
ー
マ
ー
チ
接
待  

 

11
月
３
日(

日) 

・
月
例
市
民
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ 

「
毎
月
（
８
月
除
く
）」
実
施 

☆
住
民
交
流
及
び
課
題
解
決
に
関
す
る
事
業 

・
町
内
清
掃
事
業 

 
 

 
 
(

４
月
～
３
月) 

・
平
野
地
区
防
災
訓
練 

 
 
 

６
月
15
日(

土) 

・
ラ
ジ
オ
体
操
指
導
者
講
習
会 

 
 

６
月
29
日(

土) 

・
第
39
回
平
野
地
区
市
民
体
育
祭 

 
 

10
月
６
日(

日) 

・
利
用
者
協
議
会
防
災
訓
練  

 
 

12
月
２
日(

月) 

・
第
30
回
平
野
文
化
祭 

▼
平
野
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
で
は
、
次
の
業
務
（
申
請
・
交
付
）
を 

行
っ
て
お
り
ま
す
。 

・
住
民
票
・
印
鑑
証
明
書
（
登
録
カ
ー
ド
が
必
要
）
の
交
付
申
請 

・
戸
籍
謄
本
抄
本
等
の
交
付
申
請 

・
粗
大
ご
み
の
申
請
等 

令
和
六
年
六
月
一
日
発
行 

平
野
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー 

第
三
五
五
号
☎
二
五
―
二
二
二
〇 

東松山市公式 

モバイルサイト 

Ｑ Ｒ コ ー ド 

ハートピアまちづくり協議会総会 

自治会連合会平野支部総会 
社会福祉協議会 

平野支部総会 



彩 北 た よ り 

  
 

 
 
 
 

 

令
和
７
年
２
月
１
日(

土)

・
２
日(

日) 
・
七
歳
の
祝
い
事
業 

 
 

 
 

 
 

 
 

未 
 

定 
花
い
っ
ぱ
い
活
動
の
紹
介 

〇
各
自
治
会
へ
ハ
ー
フ
苗
を
配
布 

 

５
月
15
日
（
水
）
、
各
自
治
会
へ 

ハ
ー
フ
苗
を
配
布
し
ま
し
た
。 

 

マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
、
百
日
草
、 

千
日
紅
と
オ
ス
テ
オ
ス
ペ
ル
マ
ム
を 

加
え
ま
し
た
。 

 

今
年
も
昨
年
同
様
「
花 

い
っ
ぱ
い
コ
ン
ク
ー
ル
」 

の
現
地
審
査
を
７
月
11 

日
（
木
）
に
予
定
し
て 

い
ま
す
。 

月
例
市
民
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ 

★
６
月
ウ
ォ
ー
ク 

〇
新
緑 : 

大
岡
・
胄
山
コ
ー
ス
（
約
６
キ
ロ
） 

 

と 
 

き 

６
月
４
日
（
火
） 

 

集
合
場
所 

平
野
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー 

 

受
付
時
間 

午
前
８
時
30
分 

 

コ 

ー 

ス 

平
野
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
～
胄
山
神
社
・
甲

山
古
墳
～
平
野
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー 

★
７
月
ウ
ォ
ー
ク 

〇
早
朝
：
市
野
川
散
策
コ
ー
ス
（
約
５
キ
ロ
） 

 

と 
 

き 

７
月
６
日
（
土
） 

 

集
合
場
所 

平
野
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー 

 

受
付
時
間 

午
前
６
時
30
分
（
時
間
に
注
意
） 

 

コ 

ー 

ス 

平
野
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
～
市
野
川
～
総
合 

福
祉
エ
リ
ア
～
平
野
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー 

な
し
の
花
図
書
室 

《
新
着
図
書
の
紹
介
》 

（
開
館
時
間 

水
・
土
・
日
曜
日 

午
後
1
時
～
５
時
15
分
） 

〇
一
般 

・
北
欧
雑
貨
図
鑑
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
１００ 

・
10
分
パ
ス
タ 

 
 
 
Pa

st
aWo

rks
 

た
か
し
／
著 

・
毎
日
お
み
そ
汁
３６５
日 

 
 
 

 

え
ち
ご
い
ち
味
噌
／
著  

・
ズ
ボ
ラ
さ
ん
の
買
わ
な
い
、
捨
て
な
い
ち
ょ
こ
っ
と
ガ
ー

デ
ニ
ン
グ
＆
レ
シ
ピ 
 
 
 

 
 
 
 

大
橋 

明
子 

／
著 

〇
児
童 

・
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
で
す 

 
 

オ
ー
ム
ラ 

ト
モ
コ
／
作 

絵 

・
ブ
ル
く
ん
か
な
ち
ゃ
ん
い
も
む
し
く
ん 

 

 
 

ふ
く
ざ
わ 

ゆ
み
こ
／
さ
く 

・
む
し
を
さ
が
そ
う 

 
 
 

 
 

 

得
田 

之
久
／
さ
く 

・
レ
ス
ト
ラ
ン
の
お
ば
け
ず
か
ん 

 
 

 

斉
藤 

洋
／
作 

          

平
野
句
会
六
月
例
会
作
品 

・
麦
秋
や
水
音
ば
か
り
九
十
九
川 

 

講
師
詠 

岩
渓 
し
げ 

・
一
八
の
群
れ
咲
く
庭
に
旦
暮
あ
り 

 

福
村
見
知
子 

・
浮
き
上
が
る
手
の
静
脈
や
春
暑
し 

 

大
澤 

和
子 

・
揚
げ
た
て
の
楤
の
芽
一
つ
口
に
含
む 

権
田 

久
子 

・
母
の
日
に
子
等
に
頂
く
京
の
菓
子 

 

柿
田 

和
子 

・
一
人
言
夫
に
供
え
て
新
茶
か
な 

 
 

阿
部
ハ
ツ
ヱ 

  

地
名
の
由
来 

一 

野
田
は
、
永
正
二
（
一
五
○
五
）
年
一
月
四
日
、
松
山 

城
主
上
田
長
則
よ
り
「
野
田
」
と
い
う
村
名
を
頂
き
ま
し 

た
。 

二 

東
平
は
、
江
戸
時
代
「
平
村
」
と
称
し
て
い
ま
し
た 

が
、
明
治
一
二
（
一
八
七
九
）
年
比
企
郡
役
所
が
出
来
て

か
ら
現
在
の
と
き
が
わ
町
の
「
平
村
」
と
混
同
す
る
恐
れ

が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
東
平
村
と
し
ま
し
た
。 

三 

明
治
二
二
（
一
八
八
九
）
年
に
松
山
町
と
市
ノ
川
村
、

野
田
村
、
東
平
村
が
合
併
し
て
町
制
を
施
行
し
て
松
山
町

が
成
立
し
ま
し
た
。 

四 

昭
和
二
九
（
一
九
五
四
）
年
七
月
一
日
、
松
山
町
と
野

本
村
、
高
坂
村
、
唐
子
村
、
大
岡
村
が
合
併
し
て
市
制
を

施
行
し
ま
し
た
。
当
時
、
自
治
省
か
ら
愛
媛
県
の
松
山
市

と
の
混
同
を
避
け
る
意
味
か
ら
東
松
山
市
と
い
う
市
名
が

示
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。 

五 

令
和
六
（
二
○
二
四
）
年
、
東
松
山
市
が
誕
生
し
て
七

○
周
年
と
な
り
ま
す
。
地
名
は
自
然
の
影
響
な
ど
か
ら
、

先
人
の
知
恵
教
え
が
あ
り
ま
す
。
今
一
度
郷
土
の
地
名
歴

史
を
考
察
さ
れ
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。 

 
 

※
参
考
文
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岡
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（
二
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『
松
山
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名
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東
松
山
市
立
高
坂
図
書
館 

 

平野市民活

動センター 

前の花壇 


